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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　いくつかの物理ＵＥアンテナポートを有するユーザ機器（ＵＥ）に第１のメッセージを
送信すること、前記第１のメッセージは、前記ＵＥによって使用されるサウンディング基
準信号（ＳＲＳ）モードを再構成するためのものである、と、
　いくつかの可能なＳＲＳ送信ポート番号の中からＳＲＳ送信ポート番号を、前記第１の
メッセージの中のフィールドの中で示すことと
　を備え、
　第１のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する物理アップリンク
共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）Ｍｏｄｅ１の単一アンテナ送信方式１または２と同じアンテ
ナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第１の整数に対応し、第２のＳＲＳ送信ポート
番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する２アンテナ（２Ｔｘ）アンテナ送信方式によ
って構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテ
ナ仮想化にマッピングする第２の整数に対応し、第３のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳ
ＣＨ送信ポート１を使用する２Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍ
ｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第３
の整数に対応し、第４のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する４
アンテナ（４Ｔｘ）アンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数
アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第４の整数に対応し
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、第５のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート１を使用する４Ｔｘアンテナ送
信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナま
たはアンテナ仮想化にマッピングする第５の整数に対応し、第６のＳＲＳ送信ポート番号
は、ＰＵＳＣＨ送信ポート２を使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵ
ＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピン
グする第６の整数に対応し、第７のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート３を
使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アン
テナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第７の整数に対応する、
方法。
【請求項２】
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＳＲＳモードは、ＳＲＳ送信のタイミングに関する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信のための方法であって、
　前記ＵＥによって使用されるサウンディング基準信号（ＳＲＳ）モードを再構成するた
めの第１のメッセージを受信すること、前記ＵＥは、いくつかの物理ＵＥアンテナポート
を有する、と、
　ＳＲＳ送信ポート番号を、前記第１のメッセージの受信に応答して決定すること、前記
ＳＲＳ送信ポート番号は、いくつかの可能なＳＲＳ送信ポート番号のうちの１つである、
と
　を備え、
　第１のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する物理アップリンク
共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）Ｍｏｄｅ１の単一アンテナ送信方式１または２と同じアンテ
ナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第１の整数に対応し、第２のＳＲＳ送信ポート
番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する２アンテナ（２Ｔｘ）アンテナ送信方式によ
って構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテ
ナ仮想化にマッピングする第２の整数に対応し、第３のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳ
ＣＨ送信ポート１を使用する２Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍ
ｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第３
の整数に対応し、第４のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する４
アンテナ（４Ｔｘ）アンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数
アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第４の整数に対応し
、第５のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート１を使用する４Ｔｘアンテナ送
信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナま
たはアンテナ仮想化にマッピングする第５の整数に対応し、第６のＳＲＳ送信ポート番号
は、ＰＵＳＣＨ送信ポート２を使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵ
ＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピン
グする第６の整数に対応し、第７のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート３を
使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アン
テナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第７の整数に対応する、
方法。
【請求項６】
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、
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　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、
請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＳＲＳモードは、ＳＲＳ送信のタイミングに関する、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　いくつかの物理ＵＥアンテナポートを有するユーザ機器（ＵＥ）に第１のメッセージを
送信するための手段、前記第１のメッセージは、前記ＵＥによって使用されるサウンディ
ング基準信号（ＳＲＳ）モードを再構成するためのものである、と、
　いくつかの可能なＳＲＳ送信ポート番号の中からＳＲＳ送信ポート番号を、前記第１の
メッセージの中のフィールドの中で示すための手段と
　を備え、
　第１のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する物理アップリンク
共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）Ｍｏｄｅ１の単一アンテナ送信方式１または２と同じアンテ
ナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第１の整数に対応し、第２のＳＲＳ送信ポート
番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する２アンテナ（２Ｔｘ）アンテナ送信方式によ
って構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテ
ナ仮想化にマッピングする第２の整数に対応し、第３のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳ
ＣＨ送信ポート１を使用する２Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍ
ｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第３
の整数に対応し、第４のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する４
アンテナ（４Ｔｘ）アンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数
アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第４の整数に対応し
、第５のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート１を使用する４Ｔｘアンテナ送
信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナま
たはアンテナ仮想化にマッピングする第５の整数に対応し、第６のＳＲＳ送信ポート番号
は、ＰＵＳＣＨ送信ポート２を使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵ
ＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピン
グする第６の整数に対応し、第７のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート３を
使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アン
テナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第７の整数に対応する、
装置。
【請求項１０】
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、
　請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、
請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　前記装置によって使用されるサウンディング基準信号（ＳＲＳ）モードを再構成するた
めの第１のメッセージを受信するための手段、前記装置は、いくつかの物理アンテナポー
トを有する、と、
　ＳＲＳ送信ポート番号を、前記第１のメッセージの受信に応答して決定するための手段
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、前記ＳＲＳ送信ポート番号は、いくつかの可能なＳＲＳ送信ポート番号のうちの１つで
ある、と
　を備え、
　第１のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する物理アップリンク
共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）Ｍｏｄｅ１の単一アンテナ送信方式１または２と同じアンテ
ナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第１の整数に対応し、第２のＳＲＳ送信ポート
番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する２アンテナ（２Ｔｘ）アンテナ送信方式によ
って構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテ
ナ仮想化にマッピングする第２の整数に対応し、第３のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳ
ＣＨ送信ポート１を使用する２Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍ
ｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第３
の整数に対応し、第４のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する４
アンテナ（４Ｔｘ）アンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数
アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第４の整数に対応し
、第５のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート１を使用する４Ｔｘアンテナ送
信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナま
たはアンテナ仮想化にマッピングする第５の整数に対応し、第６のＳＲＳ送信ポート番号
は、ＰＵＳＣＨ送信ポート２を使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵ
ＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピン
グする第６の整数に対応し、第７のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート３を
使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アン
テナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第７の整数に対応する、
装置。
【請求項１３】
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、
請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　コンピュータ実行可能コードを備えるコンピュータプログラムあって、前記コンピュー
タ実行可能コードは、
　いくつかの物理ＵＥアンテナポートを有するユーザ機器（ＵＥ）に第１のメッセージを
送信すること、前記第１のメッセージは、前記ＵＥによって使用されるサウンディング基
準信号（ＳＲＳ）モードを再構成するためのものである、と、
　いくつかの可能なＳＲＳ送信ポート番号の中からＳＲＳ送信ポート番号を、前記第１の
メッセージの中のフィールドの中で示すことと
　を行うためのコードを備え、
　第１のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する物理アップリンク
共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）Ｍｏｄｅ１の単一アンテナ送信方式１または２と同じアンテ
ナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第１の整数に対応し、第２のＳＲＳ送信ポート
番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する２アンテナ（２Ｔｘ）アンテナ送信方式によ
って構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテ
ナ仮想化にマッピングする第２の整数に対応し、第３のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳ
ＣＨ送信ポート１を使用する２Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍ
ｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第３
の整数に対応し、第４のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する４
アンテナ（４Ｔｘ）アンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数
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アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第４の整数に対応し
、第５のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート１を使用する４Ｔｘアンテナ送
信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナま
たはアンテナ仮想化にマッピングする第５の整数に対応し、第６のＳＲＳ送信ポート番号
は、ＰＵＳＣＨ送信ポート２を使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵ
ＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピン
グする第６の整数に対応し、第７のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート３を
使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アン
テナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第７の整数に対応する、
コンピュータプログラム。
【請求項１６】
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、
　請求項１５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、
請求項１５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１８】
　コンピュータ実行可能コードを備えるコンピュータプログラムであって、前記コンピュ
ータ実行可能コードは、
　ユーザ機器（ＵＥ）によって使用されるサウンディング基準信号（ＳＲＳ）モードを再
構成するための第１のメッセージを受信すること、前記ＵＥは、いくつかの物理ＵＥアン
テナポートを有する、と、
　ＳＲＳ送信ポート番号を、前記第１のメッセージの受信に応答して決定すること、前記
ＳＲＳ送信ポート番号は、いくつかの可能なＳＲＳ送信ポート番号のうちの１つである、
と
　を行うためのコードを備え、
　第１のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する物理アップリンク
共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）Ｍｏｄｅ１の単一アンテナ送信方式１または２と同じアンテ
ナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第１の整数に対応し、第２のＳＲＳ送信ポート
番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する２アンテナ（２Ｔｘ）アンテナ送信方式によ
って構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテ
ナ仮想化にマッピングする第２の整数に対応し、第３のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳ
ＣＨ送信ポート１を使用する２Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍ
ｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第３
の整数に対応し、第４のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する４
アンテナ（４Ｔｘ）アンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数
アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第４の整数に対応し
、第５のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート１を使用する４Ｔｘアンテナ送
信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナま
たはアンテナ仮想化にマッピングする第５の整数に対応し、第６のＳＲＳ送信ポート番号
は、ＰＵＳＣＨ送信ポート２を使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵ
ＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピン
グする第６の整数に対応し、第７のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート３を
使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アン
テナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第７の整数に対応する、
コンピュータプログラム。
【請求項１９】
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、
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　請求項１８に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２０】
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、
請求項１８に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された処理システムと
　を備え、前記処理システムは、
　　いくつかの物理ＵＥアンテナポートを有するユーザ機器（ＵＥ）に第１のメッセージ
を送信すること、前記第１のメッセージは、前記ＵＥによって使用されるサウンディング
基準信号（ＳＲＳ）モードを再構成するためのものである、と、
　　いくつかの可能なＳＲＳ送信ポート番号の中からＳＲＳ送信ポート番号を、前記第１
のメッセージの中のフィールドの中で示すことと
　を行うように構成され、
　第１のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する物理アップリンク
共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）Ｍｏｄｅ１の単一アンテナ送信方式１または２と同じアンテ
ナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第１の整数に対応し、第２のＳＲＳ送信ポート
番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する２アンテナ（２Ｔｘ）アンテナ送信方式によ
って構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテ
ナ仮想化にマッピングする第２の整数に対応し、第３のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳ
ＣＨ送信ポート１を使用する２Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍ
ｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第３
の整数に対応し、第４のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する４
アンテナ（４Ｔｘ）アンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数
アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第４の整数に対応し
、第５のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート１を使用する４Ｔｘアンテナ送
信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナま
たはアンテナ仮想化にマッピングする第５の整数に対応し、第６のＳＲＳ送信ポート番号
は、ＰＵＳＣＨ送信ポート２を使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵ
ＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピン
グする第６の整数に対応し、第７のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート３を
使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アン
テナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第７の整数に対応する、
装置。
【請求項２２】
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、
請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された処理システムと
　を備え、前記処理システムは、
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　　前記装置によって使用されるサウンディング基準信号（ＳＲＳ）モードを再構成する
ための第１のメッセージを受信すること、前記装置は、いくつかの物理アンテナポートを
有する、と、
　ＳＲＳ送信ポート番号を、前記第１のメッセージの受信に応答して決定すること、前記
ＳＲＳ送信ポート番号は、いくつかの可能なＳＲＳ送信ポート番号のうちの１つである、
と
　を行うように構成され、
　第１のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する物理アップリンク
共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）Ｍｏｄｅ１の単一アンテナ送信方式１または２と同じアンテ
ナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第１の整数に対応し、第２のＳＲＳ送信ポート
番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する２アンテナ（２Ｔｘ）アンテナ送信方式によ
って構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテ
ナ仮想化にマッピングする第２の整数に対応し、第３のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳ
ＣＨ送信ポート１を使用する２Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍ
ｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第３
の整数に対応し、第４のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート０を使用する４
アンテナ（４Ｔｘ）アンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数
アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第４の整数に対応し
、第５のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート１を使用する４Ｔｘアンテナ送
信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナま
たはアンテナ仮想化にマッピングする第５の整数に対応し、第６のＳＲＳ送信ポート番号
は、ＰＵＳＣＨ送信ポート２を使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵ
ＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アンテナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピン
グする第６の整数に対応し、第７のＳＲＳ送信ポート番号は、ＰＵＳＣＨ送信ポート３を
使用する４Ｔｘアンテナ送信方式によって構成されたＰＵＳＣＨ Ｍｏｄｅ２の複数アン
テナ送信と同じアンテナまたはアンテナ仮想化にマッピングする第７の整数に対応する、
装置。
【請求項２５】
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、
請求項２４に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、本出願の譲受人に譲渡され、その内容全体が参照により本明細書に明確に組
み込まれる、２０１０年１１月９日に出願した「ＵＰＬＩＮＫ　ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯ
Ｎ　ＭＯＤＥ　ＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮ」と題する米国特許仮出願第６１／４１１，
８８７号および２０１１年１１月７日に出願した「ＭＥＴＨＯＤ　ＡＮＤ　ＡＰＰＡＲＡ
ＴＵＳ　ＦＯＲ　ＩＭＰＲＯＶＩＮＧ　ＵＰＬＩＮＫ　ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ　ＭＯ
ＤＥ　ＣＯＮＦＩＧＵＲＡＴＩＯＮ」と題する米国特許出願第１３／２９０，９７９号の
利益を主張するものである。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は一般に、通信システムに関し、より詳細には、改善されたアップリンク送信モ
ード構成および／または再構成を提供することに関する。



(8) JP 6388969 B2 2018.9.12

10

20

30

40

50

【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブロード
キャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典型的な
ワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送信電力
）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接続技
術を採用し得る。そのような多元接続技術の例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）シス
テム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム
、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接
続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ
）システムがある。
【０００４】
　これらの多元接続技術は、様々なワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さらには地
球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な電気通信規
格において採用されている。新生の電気通信規格の例は、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌ
ｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ
ｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ（登録商標））によって公表さ
れたＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）モバイル規格の拡張セットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を改
善することによってモバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポート
し、コストを下げ、サービスを改善し、新しいスペクトルを利用し、また、ダウンリンク
（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用
し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合
するように設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需
要が増大し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これ
らの改善は、これらの技術を採用する他の多元接続技術と電気通信規格とに適用可能であ
るべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　以下で、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様の簡略化
された概要を提示する。この概要は、すべての企図された態様の包括的な概観ではなく、
すべての態様の主要なまたは重要な要素を識別するものでも、いずれかまたはすべての態
様の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示するより詳細な説明の導入
として、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提示することである
。
【０００６】
　１つまたは複数の態様およびその対応する開示に従って、様々な態様はアップリンク通
信構成を提供することに関して説明される。一例では、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）が、ユ
ーザ機器（ＵＥ）のアップリンク送信モードを第１のアップリンク送信モードから第２の
アップリンク送信モードに再構成するための第１のメッセージを送信するように備えられ
てもよい。さらに、ＵＥは、第１のメッセージの送信後の移行期間の間に、２つ以上の第
２のメッセージのうちの少なくとも１つがＵＥによって認識可能であることを保証するた
めの再構成スキームを実装するように備えられてもよい。別の例では、ＵＥおよびｅＮＢ
が、ＵＥによって使用されるＳＲＳモードを再構成するための第１のメッセージをそれぞ
れ送信および受信するように備えられてもよい。そのような態様では、第１のメッセージ
はそれぞれ物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲＳ送信ポートの数を示すことがで
きるフィールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを決定するよう指示し、またそのため
に使用されてもよい。
【０００７】
　関連する態様によれば、アップリンク通信構成を提供するための方法が提供される。本
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方法は、ＵＥのアップリンク送信モードを第１のアップリンク送信モードから第２のアッ
プリンク送信モードに再構成するための第１のメッセージを送信することを含み得る。さ
らに、本方法は、第１のメッセージの送信後の移行期間の間に、２つ以上の第２のメッセ
ージのうちの少なくとも１つがＵＥによって認識可能であることを保証するための再構成
スキームを実施することを含み得る。
【０００８】
　別の態様は、ワイヤレス通信装置に関する。このワイヤレス通信装置は、ＵＥのアップ
リンク送信モードを第１のアップリンク送信モードから第２のアップリンク送信モードに
再構成するための第１のメッセージを送信するための手段を含み得る。さらに、このワイ
ヤレス通信装置は、第１のメッセージの送信後の移行期間の間に、２つ以上の第２のメッ
セージのうちの少なくとも１つがＵＥによって認識可能であることを保証するための再構
成スキームを実施するための手段を含み得る。
【０００９】
　別の態様は、ワイヤレス通信装置に関する。この装置は、ＵＥのアップリンク送信モー
ドを第１のアップリンク送信モードから第２のアップリンク送信モードに再構成するため
の第１のメッセージを送信するように構成された処理システムを含み得る。さらに、この
処理システムは、第１のメッセージの送信後の移行期間の間に、２つ以上の第２のメッセ
ージのうちの少なくとも１つがＵＥによって認識可能であることを保証するための再構成
スキームを実施するようにさらに構成されてもよい。
【００１０】
　別の態様は、ＵＥのアップリンク送信モードを第１のアップリンク送信モードから第２
のアップリンク送信モードに再構成するための第１のメッセージを送信するためのコード
を備えるコンピュータ可読媒体を有し得るコンピュータプログラム製品に関する。さらに
、このコンピュータ可読媒体は、第１のメッセージの送信後の移行期間の間に、２つ以上
の第２のメッセージのうちの少なくとも１つがＵＥによって認識可能であることを保証す
るための再構成スキームを実施するためのコードを含み得る。
【００１１】
　関連する態様によれば、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信ポートを提供するため
の方法が提供される。本方法は、ＳＲＳモードを再構成するための第１のメッセージをＵ
Ｅに送信することを含み得る。さらに、本方法は、物理ＵＥアンテナポートの数よりも多
いＳＲＳ送信ポートの数を示すことができるフィールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポー
トを、第１のメッセージの中で示すことを含み得る。
【００１２】
　別の態様は、ワイヤレス通信装置に関する。このワイヤレス通信装置は、ＳＲＳモード
を再構成するための第１のメッセージをＵＥに送信するための手段を含み得る。さらに、
このワイヤレス通信装置は、物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲＳ送信ポートの
数を示すことができるフィールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを、第１のメッセー
ジの中で示すための手段を含み得る。
【００１３】
　別の態様は、ワイヤレス通信装置に関する。この装置は、ＳＲＳモードを再構成するた
めの第１のメッセージをＵＥに送信するように構成された処理システムを含み得る。さら
に、この処理システムは、物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲＳ送信ポートの数
を示すことができるフィールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを、第１のメッセージ
の中で示すようにさらに構成されてもよい。
【００１４】
　別の態様は、ＳＲＳモードを再構成するための第１のメッセージをＵＥに送信するため
のコードを備えるコンピュータ可読媒体を有することができるコンピュータプログラム製
品に関する。さらに、このコンピュータ可読媒体は、物理ＵＥアンテナポートの数よりも
多いＳＲＳ送信ポートの数を示すことができるフィールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポ
ートを、第１のメッセージの中で示すためのコードを含み得る。
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【００１５】
　関連する態様によれば、ＳＲＳ送信ポート構成を提供するための方法が提供される。本
方法は、ＵＥによって使用されるＳＲＳモードを再構成するための第１のメッセージを受
信することを含み得る。さらに、本方法は、物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲ
Ｓ送信ポートの数を示すことができるフィールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを、
第１のメッセージの受信に応答して決定することを含み得る。
【００１６】
　別の態様は、ワイヤレス通信装置に関する。このワイヤレス通信装置は、ＵＥによって
使用されるＳＲＳモードを再構成するための第１のメッセージを受信するための手段を含
み得る。さらに、このワイヤレス通信装置は、物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳ
ＲＳ送信ポートの数を示すことができるフィールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを
、第１のメッセージの受信に応答して決定するための手段を含み得る。
【００１７】
　別の態様は、ワイヤレス通信装置に関する。この装置は、ＵＥによって使用されるＳＲ
Ｓモードを再構成するための第１のメッセージを受信するように構成された処理システム
を含み得る。さらに、この処理システムは、物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲ
Ｓ送信ポートの数を示すことができるフィールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを、
第１のメッセージの受信に応答して決定するようにさらに構成されてもよい。
【００１８】
　別の態様は、ＵＥによって使用されるＳＲＳモードを再構成するための第１のメッセー
ジを受信するためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を有することができるコンピュ
ータプログラム製品に関する。さらに、このコンピュータ可読媒体は、物理ＵＥアンテナ
ポートの数よりも多いＳＲＳ送信ポートの数を示すことができるフィールドの中で特定さ
れるＳＲＳ送信ポートを、第１のメッセージの受信に応答して決定するためのコードを含
み得る。
【００１９】
　上記および関連する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以下で十分に説
明し、特に特許請求の範囲で指摘する特徴を備える。以下の説明および添付の図面に、１
つまたは複数の態様のうちのいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する。ただし、これら
の特徴は、様々な態様の原理を採用することができる様々な方法のほんのいくつかを示す
ものであり、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物を含むものとす
る。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの一
例を示す図。
【図６】アクセスネットワーク内の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す図。
【図７】アップリンク送信モードの再構成を実行する発展型ノードＢおよびユーザ機器を
示す図。
【図８】ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図９Ａ】ワイヤレス通信の別の方法のフローチャート。
【図９Ｂ】ワイヤレス通信のさらに別の方法のフローチャート。
【図１０】例示的な装置における異なるモジュール／手段／構成要素の間のデータフロー
を示す概念データフロー図。
【図１１】処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す図。
【図１２】別の例示的な装置における異なるモジュール／手段／構成要素の間のデータフ
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ローを示す概念データフロー図。
【図１３】処理システムを採用する別の装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す
図。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　添付の図面に関して以下に示す詳細な説明は、様々な構成の説明として意図されるもの
であり、本明細書で説明される概念が実施され得る唯一の構成を表すように意図されるも
のではない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む
。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者には明
らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知られ
ている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００２２】
　次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示する。
これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素」と総称
される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、アルゴリ
ズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピュータ
ソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような要素を
ハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実装するかは、具体的な適用例およ
び全体的なシステムに課せられた設計制約に依存する。
【００２３】
　例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つまたは
複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例には、
マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ
）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわたって説明す
る様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある。処理システム
内の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアは、ソフト
ウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語などの
名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラムコード、
プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェ
アアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト
、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解釈されたい
。
【００２４】
　したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハードウェア
、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフト
ウェアで実装した場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコン
ピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コンピ
ュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアク
セスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコン
ピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ、ある
いは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気記憶デバイス、
もしくは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するた
めに使用でき、コンピュータによってアクセスできる任意の他の媒体を備えることができ
る。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディス
ク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デ
ジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）お
よびブルーレイディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に
再生し、ディスク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコン
ピュータ可読媒体の範囲内に含めるべきである。
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【００２５】
　図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネットワー
クアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ）１００と呼ばれることがあ
る。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地
上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰ
Ｃ）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０と、事業者のＩＰサービス１２２と
を含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続することができるが、簡単の
ために、それらのエンティティ／インターフェースは図示していない。図示のように、Ｅ
ＰＳはパケット交換サービスを与えるが、当業者なら容易に諒解するように、本開示全体
にわたって提示する様々な概念は、回線交換サービスを与えるネットワークに拡張され得
る。
【００２６】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含む。ｅ
ＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーンプロト
コル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、Ｘ２インターフェース（たとえば、バックホール
）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、送受信基地局、
無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ：basi
c service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）、または何ら
かの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０
へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例は、セルラー電話、スマートフォン、セ
ッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol）電話、ラップトップ
、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マルチメディアデバイス、
ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、
ゲーム機、または任意の他の同様の機能デバイスを含む。ＵＥ１０２はまた、当業者によ
って、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リ
モートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リ
モートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リ
モート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント
、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。
【００２７】
　ｅＮＢ１０６はＳ１インターフェースによってＥＰＣ１１０に接続され得る。ＥＰＣ１
１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１２と
、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、パケットデータネットワーク
（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ１１８とを含む。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ
１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノードであり得る。概して、
ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービング
ゲートウェイ１１６を通して転送されてもよく、サービングゲートウェイ１１６自体はＰ
ＤＮゲートウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス
割振りならびに他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は事業者のＩＰサービス１
２２に接続される。事業者のＩＰサービス１２２は、インターネットと、イントラネット
と、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）と、ＰＳス
トリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）とを含み得る。
【００２８】
　図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２００の一
例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセルラー領
域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２０８は
、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。より低
い電力クラスのｅＮＢ２０８は、リモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remote radio head）
と呼ばれてもよい。より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホ
ームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、またはマイクロセルであり得る。マクロｅＮＢ２
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０４は、それぞれのセル２０２に各々割り当てられ、セル２０２中のすべてのＵＥ２０６
にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるように構成される。アクセスネットワーク
２００のこの例には集中コントローラはないが、代替構成では集中コントローラが使用さ
れ得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、スケジューリン
グ、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む、すべての無
線関係機能を担当する。
【００２９】
　アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続スキームは、展開
されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複信
（ＦＤＤ：frequency division duplexing）と時分割複信（ＴＤＤ：time division dupl
exing）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡが
ＵＬ上で使用される。当業者なら以下の発明を実施するための形態から容易に諒解するよ
うに、本明細書で提示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。ただし、これらの
概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡張され得る
。例として、これらの概念は、Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ－Ｄａｔａ　Ｏｐｔｉｍｉｚｅｄ（Ｅ
Ｖ－ＤＯ）またはＵｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）に拡張され
得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として３ｒｄ
　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２（３ＧＰＰ２）
によって公表されたエアインターフェース規格であり、ＣＤＭＡを利用して移動局にブロ
ードバンドインターネットアクセスを提供する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（
Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））、ならびにＴＤ－ＳＣＤＭＡ、ＴＤＭＡを採用するＧｌｏｂ
ａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）
（登録商標）、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗ
ｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＯＦ
ＤＭＡを採用するＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭなど、ＣＤＭＡの他の変形体を採用するＵｎｉｖ
ｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）に拡張さ
れ得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰという組
織からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２という組
織からの文書に記載されている。採用される実際のワイヤレス通信規格および多元接続技
術は、特定の適用例およびシステムに課せられる全体的な設計制約に依存することになる
。
【００３０】
　ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩＭＯ技
術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信ダイバ
ーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化は、デ
ータの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。データス
トリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、または
全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これは、各
データストリームを空間的にプリコードし（すなわち、振幅および位相のスケーリングを
適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコードされた各スト
リームを送信することによって達成される。空間的にプリコードされたデータストリーム
は、異なる空間シグナチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ２０６に到着し、これによ
り、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々がそのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複
数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上で、各ＵＥ２０６は、空間的
にプリコードされたデータストリームを送信し、これにより、ｅＮＢ２０４は、空間的に
プリコードされた各データストリームのソースを識別することが可能になる。
【００３１】
　空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル状態が
あまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるためにビ
ームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するためのデー
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タを空間的にプリコードすることによって達成され得る。セルのエッジにおいて良好なカ
バレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルストリームビー
ムフォーミング送信が使用され得る。
【００３２】
　以下の詳細な説明では、ＤＬ上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参照しな
がらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシンボ
ル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法である。サ
ブキャリアは正確な周波数で離間する。離間は、受信機がサブキャリアからデータを復元
することを可能にする「直交性」を与える。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干渉をな
くすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフィックス）が各ＯＦＤ
Ｍシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-aver
age power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態
で使用し得る。
【００３３】
　図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。１つのフレー
ム（１０ｍｓ）は、１０個の等しいサイズのサブフレーム３０６に分割することができる
。各サブフレーム３０６は、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムス
ロットを表すためにリソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロッ
クを含む。リソースグリッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソース
ブロックは、周波数領域中に１２個の連続サブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボ
ル内の通常のサイクリックプレフィックスについて、時間領域中に７個の連続ＯＦＤＭシ
ンボル、または８４個のリソース要素を含んでいる。Ｒ３０２、３０４として示されるリ
ソース要素のいくつかはＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ：DL reference signal）を含む。Ｄ
Ｌ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific 
RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－Ｒ
Ｓ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical DL shared channel
）がマッピングされるリソースブロック上でのみ送信される。各リソース要素によって搬
送されるビット数は変調スキームに依存する。したがって、ＵＥが受信するリソースブロ
ックが多いほど、また変調スキームが高いほど、ＵＥのデータレートは高くなる。
【００３４】
　サブフレーム３０６は、制御領域３０８とデータ領域３１０に編成されてもよい。制御
領域３０８は、様々な物理制御チャネルのために割り振られてもよいリソース要素を含ん
でもよい。たとえば、制御領域３０８は、物理制御フォーマットインジケータチャネル（
ＰＣＦＩＣＨ：physical control format indictor channel）３１２、物理ハイブリッド
ＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：physical hybrid ARQ indicator channel）
３１４、および物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink contro
l channel）３１６に割り振られたリソース要素を含んでもよい。
【００３５】
　各シンボル期間においていくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リソース要
素は、１つのシンボル期間中の１つのサブキャリアをカバーし得、実数値または複素数値
であり得る１つの変調シンボルを送るために使用され得る。各シンボル期間中で基準信号
のために使用されないリソース要素は、リソース要素グループ（ＲＥＧ：resource eleme
nt group）中に配置され得る。各ＲＥＧは、１つのシンボル期間中に４つのリソース要素
を含み得る。ＰＣＦＩＣＨ３１２は、シンボル期間０において、周波数上でほぼ等しく離
間され得る、４つのＲＥＧを占有し得る。ＰＨＩＣＨ３１４は、１つまたは複数の構成可
能なシンボル期間において、周波数上で拡散され得る、３つのＲＥＧを占有し得る。たと
えば、ＰＨＩＣＨ３１４用の３つのＲＥＧは、すべてシンボル期間０中に属するか、また
はシンボル期間０、１および２中で拡散され得る。ＰＤＣＣＨ３１６は、最初のＭ個のシ
ンボル期間において、利用可能なＲＥＧから選択され得る、９、１８、３２または６４個
のＲＥＧを占有し得る。ＲＥＧのいくつかの組合せのみがＰＤＣＣＨ３１６に対して可能
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にされ得る。
【００３６】
　ＵＥは、ＰＨＩＣＨ３１４およびＰＣＦＩＣＨ３１２のために使用される特定のＲＥＧ
を知り得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨ３１６のためのＲＥＧの様々な組合せを探索し得る。探
索する組合せの数は、一般に、ＰＤＣＣＨ３１６に対して可能にされた組合せの数よりも
少ない。ｅＮＢは、ＵＥが探索し得る組合せのいずれかにおいてＵＥにＰＤＣＣＨ３１６
を送り得る。
【００３７】
　図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬのために
利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され得る。
制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能なサイ
ズを有し得る。制御セクション内のリソースブロックは、制御情報を送信するためにＵＥ
に割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべてのリソ
ースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、データセクション中の連続するサブキャ
リアのすべてを単一のＵＥに割り当てることを可能にし得る連続サブキャリアを含むデー
タセクションを生じる。
【００３８】
　ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブロック
４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅＮＢにデータを送信するために、
データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てられ得る。ＵＥは
、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル（ＰＵ
ＣＣＨ：physical UL control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセ
クション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：
physical UL shared channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の両方を送信し得
る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周波数上でホッピングし得
る。
【００３９】
　リソースブロックのセットは、初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセス
チャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成す
るために使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いかなるＵ
Ｌデータ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアクセスプリアンブルは
、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネットワ
ークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある時間
リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨにはない。
ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレームのシ
ーケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試みだけ
を行うことができる。
【００４０】
　図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルア
ーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルア
ーキテクチャは、レイヤ１と、レイヤ２と、レイヤ３との３つのレイヤとともに示されて
いる。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理機能を
実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）
５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅＮＢとの間
のリンクを担当する。
【００４１】
　ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終了され
る、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と、無線リン
ク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータコンバージ
ェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サブレイヤと
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を含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１８にお
いて終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（たとえば
、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイヤとを含む
Ｌ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００４２】
　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化を行う
。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するために上位レイ
ヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュリティ
と、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ５１２
は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよび再統合と、紛失データパケッ
トの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat reques
t）による、順が狂った受信を補正するデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡＣサブ
レイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。ＭＡＣ
サブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル内の様々な無線リソース（たとえば、リ
ソースブロック）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまたＨＡＲＱ動
作を担当する。
【００４３】
　制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは、制御
プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ２レイ
ヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイヤ）中
に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲ
Ｃサブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮ
ＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担当する
。
【００４４】
　図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブロック
図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントローラ／プ
ロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤの機能を実
装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリックに基づ
いてヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化および並べ替えと、論理チャネル
とトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リソース割振りとを行
う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信と
、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００４５】
　送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のための様々
な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ
：forward error correction）と、様々な変調スキーム（たとえば、２位相シフトキーイ
ング（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ：q
uadrature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shif
t keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））
に基づいた信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディング
とインターリービングとを含む。次いで、符号化され変調されたシンボルは並列ストリー
ムに分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間
領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、次
いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して互い
に合成されて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成する
。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコードさ
れる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、符号化および変調スキームを決定
するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５０に
よって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され得る
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。次いで、各空間ストリームは、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０
に与えられる。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキ
ャリアを変調する。
【００４６】
　ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６５２を通して
信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元し、受
信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１レイヤの
様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられた任意
の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行する。複数の空間スト
リームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって単一のＯ
ＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで高速フーリ
エ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時
間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごと
に別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと基準信号
とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号のコンスタレーションポ
イントを決定することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネル推定
器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理チャ
ネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータおよび制御信号を復元するために
復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いでコントローラ／プ
ロセッサ６５９に与えられる。
【００４７】
　コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ
は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けることができる。メ
モリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、制御／プロセッサ
６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポー
トチャネルと論理チャネルとの間での多重分離と、パケット再統合と、復号と、ヘッダ復
元と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべて
のプロトコルレイヤを表すデータシンク６６２に与えられる。また、様々な制御信号がＬ
３処理のためにデータシンク６６２に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６５９は
また、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（
ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を担当する。
【００４８】
　ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイヤパケ
ットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべてプロト
コルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に、コント
ローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化および
並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づいた論理チャネルとトランス
ポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよび制御プレー
ンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動
作、紛失パケットの再送信、およびｅＮＢ６１０へのシグナリングを担当する。
【００４９】
　ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネル推定
器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切な符号化および変調スキームを選択
することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８によって
使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別個の送信
機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられる。各送信機６５４ＴＸは、送信
のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００５０】
　ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法でｅＮ
Ｂ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６２０を
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通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情報を復元
し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤを実装し
得る。
【００５１】
　コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ
６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けることができ
る。メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、制御／プロ
セッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポー
トチャネルと論理チャネルとの間での多重分離と、パケット再統合と、復号と、ヘッダ復
元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤパケッ
トはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲ
Ｑ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用した誤り検
出を担当する。
【００５２】
　一般に、ＵＥは様々なアップリンク送信モードを使用して通信するために動作可能であ
り得る。一態様では、ＬＴＥ－Ａ　ＵＬ送信モードに関して、２つのＰＵＳＣＨ送信モー
ドを使用し得る。本明細書で使用するＰＵＳＣＨ　Ｍｏｄｅ１は、単一のアンテナポート
モードであり得る。さらに、そのような態様では、様々な異なる構成が存在し得る。１つ
の構成によって、Ｒｅｌ－８ＰＵＳＣＨ送信スキームが使用可能になる。一般に、ＵＥは
セルにアクセスする場合、Ｒｅｌ－８互換ＵＬ送信モードおよび構成を使用することがで
きる。他の構成は、ＰＤＣＣＨ、Ｒｅｌ－１０直交カバーコード／巡回シフト（ＯＣＣ／
ＣＳ：orthogonal cover code/cyclic shift）マッピング表、および動的非周期ＳＲＳト
リガリングを介して動的に構成することができる連続ランダムアクセス（ＲＡ：random a
ccess）と非連続ＲＡの両方をサポートすることができる。一態様では、構成は、Ｒｅｌ
－１０ＯＣＣ／ＣＳマッピング表の構成解除／構成のために動作可能であり得る。
【００５３】
　さらに、本明細書で使用するＰＵＳＣＨ　Ｍｏｄｅ２は、マルチアンテナポートモード
であり得る。このモードには様々な異なる構成が存在し得る（たとえば、そこでは基準Ｄ
ＣＩフォーマット４が使用される）。一態様では、アンテナポート｛０、１｝がＰＵＳＣ
Ｈのために構成されている（たとえば、ＰＵＳＣＨが２ＴＸコードブックを使用している
）１つの構成が動作可能であり得る。別の態様では、アンテナポート｛０、１、２、３｝
がＰＵＳＣＨのために構成されている（たとえば、ＰＵＳＣＨが４ＴＸコードブックを使
用している）異なる構成が動作可能であり得る。以下でより詳細に説明するように、アッ
プリンク送信モードに関連する制御情報は、たとえばＵＥ固有またはセル固有などの様々
な探索空間の中で送信され得る。フォールバックＤＣＩフォーマット０がＵＥによって受
信される一態様では、単一のアンテナポートが使用され得る。
【００５４】
　本明細書で使用するＰＵＳＣＨ　Ｍｏｄｅ１およびＭｏｄｅ２に関して、ＵＬ送信スキ
ーム１は、上述のＰＵＳＣＨ　Ｍｏｄｅ１の中にＲｅｌ－８互換ＵＲ構成を含み得る。Ｕ
Ｌ送信スキーム２は、ＰＵＳＣＨ　Ｍｏｄｅ１の中に非Ｒｅｌ－８互換ＵＬ構成を含み得
る。一般に、ＵＬ送信スキーム２は、多くの異なる可能な構成の組合せのことを総称して
もよい。ＵＬ送信スキーム３は、ＰＵＳＣＨ　Ｍｏｄｅ２の中にＵＥ動作を含み得る。参
考のために、これらの送信スキームの属性を以下で説明する。
【００５５】
　　　Ｒｅｌ－８構成（送信スキーム１）　
　ＵＥは、以下のうちのいずれかが当てはまる場合、送信スキーム１を使用することがで
きる：ＵＥはＵＬ送信モード構成を受信していない；ＵＥはＵＬ送信モード１構成を受信
しており、以下のすべてが当てはまる：ＵＥはサウンディング基準信号（ＳＲＳ）ポート
１０のみを使用するように構成されている、ＵＥは非周期ＳＲＳを使用するように構成さ
れていない、ＵＥは任意のＰＵＣＣＨフォーマットのために空間直交リソース送信ダイバ
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ーシティ（ＳＯＲＴＤ：Spatial Orthogonal-Resource Transmit Diversity）を使用する
ように構成されていない、ＵＥは同じ成分キャリア上でＰＵＣＣＨ送信とＰＵＳＣＨ送信
とを同時に使用するように構成されていない。
【００５６】
　送信スキーム１では、以下の構成が当てはまってもよい：ＵＥはＵＬ許可のためにＤＣ
Ｉフォーマット０のみをモニタする；ＵＥは、Ｒｅｌ－８のように、開ループアンテナ切
替えまたは閉ループアンテナ切替えのいずれかを使用するように構成されてもよい；ＰＵ
ＳＣＨ送信ポートとＳＲＳ送信ポートとは実質的に同じものである；ＵＥは、ＰＵＣＣＨ
とＰＵＳＣＨのために異なるアンテナポートを使用してもよい；ＵＥは、ＰＵＣＣＨのた
めにプリコーディングベクトル切替えを使用してもよい。
【００５７】
　　　Ｒｅｌ－１０構成（送信スキーム２）　
　ＵＥは、以下のうちのいずれかが当てはまる場合、送信スキーム２を使用することがで
きる：ＵＥはＵＬ送信モード１構成を受信しており、以下のいずれかが当てはまる：ＵＥ
はポート１０以外にＳＲＳ送信ポートを使用するように構成されている、ＵＥは非周期Ｓ
ＲＳを使用するように構成されている、ＵＥは任意のＰＵＣＣＨフォーマットのためにＳ
ＯＲＴＤを使用するように構成されている、ＵＥは同じ成分キャリア上でＰＵＣＣＨ送信
とＰＵＳＣＨ送信とを同時に使用するように構成されている。
【００５８】
　送信スキーム２では、以下の構成が当てはまってもよい：ＵＥはＵＬ許可のためにＤＣ
Ｉフォーマット０および（０Ａ、０Ｂ、．．．）をモニタする；ＵＥはＰＵＳＣＨのため
に送信ポート０を使用する；ＵＥは開ループまたは閉ループのいずれのＲｅｌ－８アンテ
ナ切替えも使用するように構成されていなくてもよい；ＵＥはＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの
ために異なるアンテナポートを使用してもよく、たとえば送信ポート０と送信ポート２０
および２１とは関連性がない。一態様では、ＵＥはＰＵＣＣＨプリコーディングベクトル
切替えを使用してもよい。
【００５９】
　　　マルチアンテナ構成（送信スキーム３）　
　ＵＥは、ＵＬ送信モード２構成を受信している場合、送信スキーム３を使用することが
できる。
【００６０】
　送信スキーム３では、以下の構成が当てはまってもよい：ＵＥはＵＬ許可のためにＤＣ
Ｉフォーマット０および４をモニタする；ＵＥは開ループまたは閉ループのいずれのＲｅ
ｌ－８アンテナ切替えも使用するように構成されていなくてもよい；ＵＥはＰＵＣＣＨと
ＰＵＳＣＨのために異なるアンテナポートを使用してもよく、たとえば送信ポート０と送
信ポート２０および２１とは関連性がない；ＵＥはＰＵＣＣＨのためにプリコーディング
ベクトル切替えを使用してもよい。
【００６１】
　動作中、送信モードに関係する構成変更があり、移行期間の可能性がある場合、ｅＮＢ
およびＵＥにおける構成の仮定は同期外れとなる。一部の構成変更は、ＤＬフォーマット
１Ａとサイズが一致するＤＣＩフォーマット０（またはフォーマット０Ａ、０Ｂなど）の
サイズを変更する場合があり、同様にＤＬ制御の損失を引き起こす場合がある。上述の問
題に対処するために、図７、図８、図１０および図１１を参照して方法および装置につい
て説明する。
【００６２】
　図７は、アクセスネットワーク７００においてアップリンク送信モードの再構成を実行
するｅＮＢとＵＥを示す図である。図７に示すように、ｅＮＢ７０２とＵＥ７０４に関連
する活動は、時間軸に対して記述されている。動作時、ＵＥ７０４は、時間間隔７０６の
間に第１のアップリンク送信モードを使用して動作可能であり得る。ｅＮＢ７０２は、Ｕ
Ｅ７０４が時間間隔７０６の間に使用されていたものと異なるアップリンク送信モードを
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使用すべきであると決定し得、ＵＥ７０４に、アップリンク送信を異なるアップリンク送
信モードへ再構成するように促すメッセージ７０８を送信し得る。一態様では、第１のア
ップリンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８の動作可能なＵＥ７０４にアクセス可能で
あり得、第２のアップリンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１０の動作可能なＵＥ７０
４にアクセス可能であり得る。一態様では、第１のアップリンク送信モードは、ＬＴＥ　
Ｒｅｌ－８のＵＥと互換の単一アンテナポートモードである。別態様では、第２のアップ
リンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８のＵＥと互換ではない単一アンテナポートモー
ドである。追加または代替として、第２のアップリンク送信モードはマルチアンテナポー
トモードである。一態様では、第２のアップリンク送信モードは、動的な非周期サウンデ
ィング基準信号（ＳＲＳ）トリガリングをサポートするように構成される。
【００６３】
　メッセージ７０８の送信後、ｅＮＢは、ＵＥ７０４が異なるアップリンク送信モード下
の動作に正常に移行したのかどうか／いつそれに移行したのかを検出できない場合がある
。このあいまいな時間間隔７１０の間に、ｅＮＢ７０２は、第１のメッセージ７０８の送
信後の移行期間（あいまいな期間７１０）の間に、２つ以上の第２のメッセージのうちの
少なくとも１つがＵＥによって認識可能であることを保証するための再構成スキームを実
施し得る。一態様では、メッセージ７１２は２つ以上の第２のメッセージを含んでもよく
、そこで２つ以上の第２のメッセージのうちの第１のメッセージが再構成の前にＵＥ７０
４によって認識可能であり、２つ以上の第２のメッセージのうちの第２のメッセージが再
構成の後でＵＥ７０４によって認識可能である。一態様では、メッセージ７１２は、１つ
のアップリンク送信モードのためのＵＥ固有の探索空間の中の制御情報と、別のアップリ
ンク送信モードのための共通の探索空間の中の制御情報とを通信することができる。その
ような態様では、時間間隔７０６の間に使用されたアップリンク送信モードに関連する制
御情報はＵＥ固有の空間の中で送信されてもよく、新しいアップリンク送信モードに関連
する制御情報は共通の探索空間の中で送信されてもよい。一態様では、制御情報は、ＵＥ
固有の探索空間とＰＤＣＣＨの共通探索空間の中で送信されてもよい。一態様では、ｅＮ
Ｂは、アップリンク再構成期間とダウンリンク再構成期間とを定義することによって、あ
いまいな時間間隔７１０の間の構成問題を回避しようとしてもよく、アップリンク再構成
期間とダウンリンク再構成期間は異なる時間に定義される。そのような態様では、アップ
リンク再構成期間の間、ＵＥ固有の探索空間の中のＤＣＩフォーマットのサイズは再構成
の一部として変更され、ｅＮＢ７０２は、ＤＬ許可のために異なるＤＣＩフォーマットを
使用することができる。一態様では、ＤＬ許可のための異なるＤＣＩフォーマットは、Ｄ
Ｌフォールバック動作のために使用されるものと異なるフォーマットであり得る。
【００６４】
　ＵＥ７０４による新しいアップリンク送信モードへの再構成が成功すると、時間間隔７
１２の間、ｅＮＢは新しいアップリンク送信モードに関連する制御情報を含む１つまたは
複数のメッセージ７１４を送信することができる。一態様では、制御情報は、ＰＤＣＣＨ
のＵＥ固有の探索空間の中に含まれてもよい。
【００６５】
　図８は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート８００である。本方法はｅＮＢによっ
て実行できる。一態様では、ｅＮＢは、ＵＥがセルにアクセスしようとしているかどうか
、およびＵＥが特定のＵＥ送信モード（たとえば、ＵＲ送信スキーム１）を使用している
かどうかを決定することができる。一態様では、ＵＬ送信スキーム１は、セルにアクセス
しようとしているＵＥのためのデフォルト設定となるように構成することができる。ＵＥ
がセルにアクセスしようとしていない場合および／または任意の態様では、ＵＥがセルに
アクセスするために動作可能なＵＬ送信スキームを使用しているとｅＮＢが決定する場合
、次いでブロック８０２で、ｅＮＢはＵＥ　ＵＬ送信スキームを変更すべきかどうかを決
定することができる。ブロック８０２で、ＵＬ送信スキームを変更すべきでないとｅＮＢ
が決定する場合、次いでブロック８０４で、ｅＮＢは制御情報（たとえば、ＵＬ許可情報
など）を現在のＵＬ送信スキームに関連するＵＥに送信することができる。対照的に、ブ
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合、次いでブロック８０６で、ｅＮＢはＵＥ　ＵＬ送信スキームを新しいＵＬ送信スキー
ム（たとえば、ＵＬ送信スキーム２または３）に再構成するために、第１のメッセージを
ＵＥに送信する。
【００６６】
　あいまいな移行期間の間、図７で説明したように、ｅＮＢはＵＥが新しいＵＬ送信スキ
ームを実装したのかどうか、および／またはＵＥが新しいＵＲ送信スキームをいつ実装し
たのかを認識しない場合がある。ブロック８０８で、ｅＮＢは、このあいまいな移行期間
内に通信が発生しているのかどうかを決定する。一態様では、あいまいな移行期間は、Ｕ
Ｅが新しいＵＬ送信スキームへの正常な移行を確認するまで継続し得る。別の態様では、
あいまいな移行期間は、ｅＮＢによって定義される持続時間の間継続し得る。ブロック８
０８で、あいまいな移行期間がまだアクティブであるとｅＮＢが決定する場合、次いでブ
ロック８１０で、ｅＮＢは元のＵＬ送信スキームと新しいＵＬ送信スキームの両方に関連
する制御情報を送信することができる。一態様では、メッセージは、１つのアップリンク
送信モード／スキームのためのＵＥ固有の探索空間の中の制御情報と、別のアップリンク
送信モード／スキームのための共通の探索空間の中の制御情報とを通信することができる
。そのような態様では、あいまいな移行期間の前に使用されたアップリンク送信モード／
スキームに関連する制御情報はＵＥ固有の空間の中で送信されてもよく、あいまいな新し
いアップリンク送信モード／スキームに関連する制御情報は共通の探索空間の中で送信さ
れてもよい。一態様では、制御情報は、ＵＥ固有の探索空間とＰＤＣＣＨの共通探索空間
の中で送信されてもよい。
【００６７】
　ブロック８０８で、あいまいな移行期間が完了したか、またはもはやアクティブではな
いことをｅＮＢが決定した後、次いでブロック８１２で、ｅＮＢは新しいＵＬ送信スキー
ムに関連する制御情報を送信することができる。一態様では、制御情報は、ＰＤＣＣＨの
ＵＥ固有の空間の中に含まれてもよい。
【００６８】
　図９Ａは、ワイヤレス通信の別の方法のフローチャート９００である。本方法はｅＮＢ
によって実行できる。ブロック９０２で、ｅＮＢは、ユーザ機器（ＵＥ）のサウンディン
グ基準信号（ＳＲＳ）モードを再構成するための第１のメッセージを送信することができ
る。９０４で、ｅＮＢは、物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲＳ送信ポートの数
を示すことができるフィールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを、第１のメッセージ
の中で示すことができる。
【００６９】
　図９Ｂは、ワイヤレス通信のさらに別の方法のフローチャート９０１である。本方法は
、ＵＥによって実行できる。ブロック９０６で、ＵＥは、ｅＮＢから、サウンディング基
準信号（ＳＲＳ）モードを再構成するための第１のメッセージを受信することができる。
９０８で、ＵＥは、物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲＳ送信ポートの数を示す
ことができるフィールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを決定することができる。
【００７０】
　図９Ａおよび図９Ｂに関して、一態様によって、表１の中で以下のＳＲＳ送信ポートを
定義することができる。
【００７１】
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【表１】

【００７２】
　図１０は、例示的な装置１０４における異なるモジュール／手段／構成要素の間のデー
タフローを示す概念データフロー図１０００である。装置１０４は、ＳＲＳ再構成メッセ
ージ１０１０を受信するモジュール１００２と、物理ＵＥアンテナポートの数よりも多い
ＳＲＳ送信ポートの数を示すことができるフィールドから使用するためのＳＲＳ送信ポー
トを決定するモジュール１００４とを含む。装置１０４は、ＵＥのためにアップリンク送
信モードを再構成するかどうかを決定するモジュール１００６と、モジュール１００４に
よって生成される１つまたは複数のメッセージ１０１２、１０１４、１０１６を送信する
モジュール１００８とをさらに含み得る。一態様では、たとえば、アップリンク送信モー
ドの再構成過程を示すアップリンク再構成メッセージ１０１２などのメッセージを、モジ
ュール１００６が生成し、モジュール１００８が送信してもよい。ＵＥがアップリンク送
信モードの再構成モードを実施したかどうかをｅＮＢが判定することができない移行時間
の間に、あいまい期間構成メッセージ１０１４を送信してもよい。１つのインスタンスが
再構成の前に認識可能であり、第２のインスタンスが再構成の後で認識可能であるように
構成され得る制御情報のインスタンス（たとえばアップリンク許可など）を含み得るあい
まい期間構成メッセージ１０１４は、ＵＥによって処理される。再構成が成功した後、再
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構成の後で動作可能なアップリンク送信モードを使用して、アップリンク送信モジュール
制御情報メッセージ１０１６をモジュール１００６が生成し、モジュール１００８が送信
してもよい。
【００７３】
　装置は、上述の図８および図９Ａのフローチャート中のアルゴリズムのステップの各々
を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、上述の図８および図９Ａのフロー
チャート内の各ステップは、１つのモジュールによって実行され得、装置は、それらのモ
ジュールのうちの１つまたは複数を含み得る。モジュールは特に、記載したプロセス／ア
ルゴリズムを実行するように特に構成され、記載したプロセス／アルゴリズムを実行する
ように構成されたプロセッサによって実施され、プロセッサによる実施のためにコンピュ
ータ可読媒体内に記憶された１つまたは複数のハードウェア構成要素、または何らかのそ
れらの組合せであり得る。
【００７４】
　図１１は、処理システム１１１４を採用する装置１０４のためのハードウェア実装形態
の一例を示す図である。処理システム１１１４は、バス１１２４によって全般的に表され
るバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１１２４は、処理システム１１１４の
特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよびブリッジ
を含み得る。バス１１２４は、プロセッサ１１０４によって表される１つまたは複数のプ
ロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１００２、１００４、１
００６、１００８と、コンピュータ可読媒体１１０６とを含む様々な回路を互いにリンク
する。バス１１２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理
回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知
られており、したがって、これ以上説明しない。
【００７５】
　処理システム１１１４は、トランシーバ１１１０に結合できる。トランシーバ１１１０
は、１つまたは複数のアンテナ１１２０に結合する。トランシーバ１１１０は、伝送媒体
上で様々な他の装置と通信するための手段を与える。処理システム１１１４は、コンピュ
ータ可読媒体１１０６に結合されたプロセッサ１１０４を含む。プロセッサ１１０４は、
コンピュータ可読媒体１１０６上に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を
担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１１０４によって実行されたとき、処理システム
１１１４に、任意の特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実行させる。コンピ
ュータ可読媒体１１０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１１０４によ
って操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュール１０
０２とモジュール１００４とモジュール１００６とモジュール１００８とをさらに含む。
モジュールは、コンピュータ可読媒体１１０６、プロセッサ１１０４に結合した１つまた
は複数のハードウェアモジュール、または何らかのそれらの組合せの中に常駐する／記憶
されたプロセッサ１１０４の中で実行中のソフトウェアモジュールであり得る。処理シス
テム１１１４はＵＥ６１０の構成要素であってもよく、メモリ６７６、および／またはＴ
Ｘプロセッサ６１６とＲＸプロセッサ６７０とコントローラ／プロセッサ６７５のうちの
少なくとも１つを含んでもよい。
【００７６】
　一構成では、ワイヤレス通信のための装置１０４／１０４’は、第１のアップリンク送
信モードから第２のアップリンク送信モードへＵＥのアップリンク送信モードを再構成す
るための第１のメッセージを送信するための手段と、第１のメッセージの送信後の移行期
間の間に、２つ以上の第２のメッセージのうちの少なくとも１つがＵＥによって認識可能
であることを保証するための再構成スキームを実施するための手段とを含む。一態様では
、装置１０４／１０４’は、２つ以上の第２のメッセージを送信するための手段であって
、２つ以上の第２のメッセージのうちの１つが再構成の前にＵＥによって認識可能であり
、２つ以上の第２のメッセージのうちの別のメッセージが再構成の後でＵＥによって認識
可能である手段を含み得る。そのような態様では、送信するための手段は、ＵＥ固有の探
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索空間の中で第１のメッセージを送信するための手段と、共通探索空間の中で第２のメッ
セージを送信するための手段とを含み得る。一態様では、実施するための手段は、アップ
リンク再構成期間とダウンリンク再構成期間とを定義するための手段であって、アップリ
ンク再構成期間とダウンリンク再構成期間とが異なる時間に定義される手段をさらに含み
得る。そのような態様では、実施するための手段は、ＵＥ固有の探索空間の中のＤＣＩフ
ォーマットのサイズが再構成の一部として変更される場合、アップリンク再構成期間の間
にＤＬ許可のために異なるＤＣＩフォーマットを使用するための手段をさらに含み得る。
一構成では、装置１０４／１０４’は、ＵＥによって使用されるＳＲＳモードを再構成す
るための第１のメッセージを受信するための手段と、物理ＵＥアンテナポートの数よりも
多いＳＲＳ送信ポートの数を示すことができるフィールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポ
ートを、第１のメッセージの受信に応答して決定するための手段とを含み得る。上述の手
段は、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成された、装置１０４およ
び／または装置１０４’の処理システム１１１４の上述のモジュールのうちの１つまたは
複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１１１４は、ＴＸプロセッサ６１
６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッサ６７５とを含み得る。したが
って、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように
構成されたＴＸプロセッサ６１６と、ＲＸプロセッサ６７０と、コントローラ／プロセッ
サ６７５とであり得る。
【００７７】
　図１２は、例示的な装置１０２における異なるモジュール／手段／構成要素の間のデー
タフローを示す概念データフロー図１２００である。装置１０２は、ＳＲＳ再構成過程の
一部として様々な送信ポートおよびポートの組合せのためのＳＲＳ値を示し、送信モジュ
ール１２０４による通信のためにＳＲＳ再構成メッセージ１２０６を生成するモジュール
１２０２を含む。送信モジュール１２０４は、物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳ
ＲＳ送信ポートの数を示すことができるフィールドを含み得るＳＲＳ再構成メッセージ１
２０６を送信する。
【００７８】
　別の態様では、装置１０２は、アップリンク再構成メッセージ１２１２を受信すること
ができるモジュール１２０８と、ＵＥ１０２のためにアップリンク送信モードを再構成し
得るモジュール１２１０とを含み得る。一態様では、ｅＮＢがアップリンク送信モードの
再構成を開始した後のあいまい期間の間に、モジュール１２０８は、制御情報のインスタ
ンスを含み得るあいまい期間構成メッセージ１２１４を受信することができ、その場合１
つのインスタンスは再構成の前に認識可能であるように構成され得、第２のインスタンス
はモジュール１２１０によって再構成が処理された後で認識可能であるように構成され得
る。一態様では、アップリンク再構成プロセスが正常に完了すると、モジュール１２１０
は、送信モジュール１２０４によって送信され得る再構成確認メッセージ１２１６を生成
し得る。
【００７９】
　装置は、上述の図９Ｂのフローチャート中のアルゴリズムのステップの各々を実行する
追加のモジュールを含み得る。したがって、上述の図９Ｂのフローチャート内の各ステッ
プは、１つのモジュールによって実行され得、装置は、それらのモジュールのうちの１つ
または複数を含み得る。モジュールは特に、記載したプロセス／アルゴリズムを実行する
ように構成され、記載したプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッ
サによって実施され、プロセッサによる実施のためにコンピュータ可読媒体内に記憶され
た１つまたは複数のハードウェア構成要素、または何らかのそれらの組合せであり得る。
【００８０】
　図１３は、処理システム１３１４を採用する装置１０２のためのハードウェア実装形態
の一例を示す図である。処理システム１３１４は、バス１３２４によって全般的に表され
るバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１３２４は、処理システム１３１４の
特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続バスおよびブリッジ
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を含み得る。バス１３２４は、プロセッサ１３０４によって表される１つまたは複数のプ
ロセッサおよび／またはハードウェアモジュール、モジュール１２０２、１２０４、１２
０８、１２１０と、コンピュータ可読媒体１３０６とを含む様々な回路を互いにリンクす
る。バス１３２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回
路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知ら
れており、したがって、これ以上説明しない。
【００８１】
　処理システム１３１４は、トランシーバ１３１０に結合できる。トランシーバ１３１０
は、１つまたは複数のアンテナ１３２０に結合する。トランシーバ１３１０は、伝送媒体
上で様々な他の装置と通信するための手段を与える。処理システム１３１４は、コンピュ
ータ可読媒体１３０６に結合されたプロセッサ１３０４を含む。プロセッサ１３０４は、
コンピュータ可読媒体１３０６上に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を
担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１３０４によって実行されたとき、処理システム
１３１４に、任意の特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実行させる。コンピ
ュータ可読媒体１３０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１３０４によ
って操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュール１２
０２とモジュール１２０４とモジュール１２０８とモジュール１２１０とをさらに含む。
モジュールは、コンピュータ可読媒体１３０６、プロセッサ１３０４に結合した１つまた
は複数のハードウェアモジュール、または何らかのそれらの組合せの中に常駐する／記憶
されたプロセッサ１３０４の中で実行中のソフトウェアモジュールであり得る。処理シス
テム１３１４はＵＥ６５０の構成要素であってもよく、メモリ６６０、および／またはＴ
Ｘプロセッサ６６８とＲＸプロセッサ６５６とコントローラ／プロセッサ６５９のうちの
少なくとも１つを含み得る。
【００８２】
　一構成では、ワイヤレス通信のための装置１０２／１０２’は、ＵＥのサウンディング
基準信号（ＳＲＳ：sounding reference signal）モードを再構成するための第１のメッ
セージを送信するための手段と、物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲＳ送信ポー
トの数を示すことができるフィールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを、第１のメッ
セージの中で示すための手段とを含む。一態様では、４つの物理ＵＥアンテナポートが存
在する場合、示されるＳＲＳ送信ポートの数は６に等しい。別の態様では、２つの物理Ｕ
Ｅアンテナポートが存在する場合、示されるＳＲＳ送信ポートの数は３に等しい。さらに
別の態様では、ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送
信モード、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいず
れかに関連する。上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構
成された、装置１０２および／または装置１０２’の処理システム１３１４の上述のモジ
ュールのうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１３１
４は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６
５９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳さ
れた機能を実行するように構成されたＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と
、コントローラ／プロセッサ６５９とであり得る。
【００８３】
　開示したプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手法の一例で
あることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセスにおけるステップの特定の
順序または階層は並べ替えることができることを理解されたい。さらに、いくつかのステ
ップは組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップ
の要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定さ
れるものではない。
【００８４】
　以上の説明は、本明細書で説明された様々な態様を、当業者が実行できるようにするた
めに提供される。これらの態様に対する様々な変更が当業者には容易に明らかであり、本
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明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用することができる。したがって、特許請求
の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、言語的主張に矛盾しない
最大限の範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、明確にそう明記されて
いない限り、「１つのおよびただ１つの」を意味するものではなく、「１つまたは複数の
」を意味するものである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という用語は「
１つまたは複数の」を表す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本
開示全体にわたって説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は、
参照により本明細書に明白に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さら
に、本明細書に開示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に記
載されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も
、その要素が「のための手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミー
ンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。　
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）のアップリンク送信モードを第１のアップリンク送信モードから第
２のアップリンク送信モードに再構成するための第１のメッセージを送信することと、
　前記第１のメッセージの送信後の移行期間の間に、２つ以上の第２のメッセージのうち
の少なくとも１つが前記ＵＥによって認識可能であることを保証するための再構成スキー
ムを実施することとを備える、方法。
［Ｃ２］
　前記２つ以上の第２のメッセージを送信することをさらに備え、
　前記２つ以上の第２のメッセージのうちの１つは、前記再構成の前に前記ＵＥによって
認識可能であり、前記２つ以上の第２のメッセージのうちの別のメッセージは、前記再構
成の後で前記ＵＥによって認識可能である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第１のメッセージを送信することは、前記第１のメッセージをＵＥ固有の探索空間
の中で送信することをさらに備え、前記第２のメッセージを送信することは、前記第２の
メッセージを共通探索空間の中で送信することをさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第１のアップリンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８の動作可能なＵＥにアクセ
ス可能であり、前記第２のアップリンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１０の動作可能
なＵＥにアクセス可能である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第１のアップリンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８のＵＥと互換の単一アンテ
ナポートモードである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第２のアップリンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８のＵＥと互換ではない単一
アンテナポートモードである、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第２のアップリンク送信モードは、マルチアンテナポートモードである、Ｃ５に記
載の方法。
［Ｃ８］
　前記再構成スキームを実施することは、
　アップリンク再構成期間とダウンリンク再構成期間とを定義することであって、前記ア
ップリンク再構成期間と前記ダウンリンク再構成期間とは、異なる時間に定義されること
をさらに備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記アップリンク再構成期間の間に、ＵＥ固有の探索空間の中の第１のＤＣＩフォーマ
ットのサイズは、前記再構成スキームの実施の一環として第２のＤＣＩフォーマットのサ
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イズに変更され、
　前記アップリンク再構成期間の間に、ＤＬ許可を示すために前記第２のＤＣＩフォーマ
ットのサイズを使用することをさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第２のアップリンク送信モードは、動的な非周期サウンディング基準信号トリガリ
ングをサポートするように構成される、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　サウンディング基準信号（ＳＲＳ）モードを再構成するための第１のメッセージをユー
ザ機器（ＵＥ）に送信することと、
　物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲＳ送信ポートの数を示すことができるフィ
ールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを、前記第１のメッセージの中で示すこととを
備える、方法。
［Ｃ１２］
　４つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
、６に等しい、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　２つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
、３に等しい、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、Ｃ１１に記載
の方法。
［Ｃ１５］
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ＵＥによって使用されるＳＲＳモードを再構成するための第１のメッセージを受信する
ことと、
　物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲＳ送信ポートの数を示すことができるフィ
ールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを、前記第１のメッセージの受信に応答して決
定することとを備える、方法。
［Ｃ１７］
　４つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
、６に等しい、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　２つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
、３に等しい、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、Ｃ１６に記載
の方法。
［Ｃ２０］
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ＵＥのアップリンク送信モードを第１のアップリンク送信モードから第２のアップリン
ク送信モードに再構成するための第１のメッセージを送信するための手段と、
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　前記第１のメッセージの送信後の移行期間の間に、２つ以上の第２のメッセージのうち
の少なくとも１つが前記ＵＥによって認識可能であることを保証するための再構成スキー
ムを実施するための手段とを備える、装置。
［Ｃ２２］
　前記２つ以上の第２のメッセージを送信するための手段をさらに備え、
　前記２つ以上の第２のメッセージのうちの１つは、前記再構成の前に前記ＵＥによって
認識可能であり、前記２つ以上の第２のメッセージのうちの別のメッセージは、前記再構
成の後で前記ＵＥによって認識可能である、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記第１のメッセージを送信するための手段は、前記第１のメッセージをＵＥ固有の探
索空間の中で送信するための手段をさらに備え、
　前記第２のメッセージを送信するための手段は、前記第２のメッセージを共通探索空間
の中で送信するための手段をさらに備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記第１のアップリンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８の動作可能なＵＥにアクセ
ス可能であり、前記第２のアップリンク送信モードはＬＴＥ　Ｒｅｌ－１０の動作可能な
ＵＥにアクセス可能である、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記第１のアップリンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８のＵＥと互換の単一アンテ
ナポートモードである、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記第２のアップリンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８のＵＥと互換ではない単一
アンテナポートモードである、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記第２のアップリンク送信モードはマルチアンテナポートモードである、Ｃ２５に記
載の装置。
［Ｃ２８］
　再構成スキームを実施するための手段は、
　アップリンク再構成期間とダウンリンク再構成期間とを定義するための手段をさらに備
え、前記アップリンク再構成期間と前記ダウンリンク再構成期間とが異なる時間に定義さ
れる、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記アップリンク再構成期間の間に、ＵＥ固有の探索空間の中の第１のＤＣＩフォーマ
ットのサイズは、前記再構成スキームの実施の一環として第２のＤＣＩフォーマットのサ
イズに変更され、
　前記アップリンク再構成期間の間に、ＤＬ許可を示すために前記第２のＤＣＩフォーマ
ットのサイズを使用するための手段をさらに備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記第２のアップリンク送信モードは、動的な非周期サウンディング基準信号トリガリ
ングをサポートするように構成される、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ３１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ＳＲＳモードを再構成するための第１のメッセージをＵＥに送信するための手段と、
　物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲＳ送信ポートの数を示すことができるフィ
ールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを、前記第１のメッセージの中で示すための手
段とを備える、装置。
［Ｃ３２］
　４つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
６に等しい、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
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　２つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
３に等しい、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、Ｃ３１に記載
の装置。
［Ｃ３５］
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３６］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ＵＥによって使用されるＳＲＳモードを再構成するための第１のメッセージを受信する
ための手段と、
　物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲＳ送信ポートの数を示すことができるフィ
ールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを、前記第１のメッセージの受信に応答して決
定するための手段とを備える、装置。
［Ｃ３７］
　４つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
６に等しい、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３８］
　２つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
３に等しい、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、Ｃ３６に記載
の装置。
［Ｃ４０］
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ４１］
　ユーザ機器（ＵＥ）のアップリンク送信モードを第１のアップリンク送信モードから第
２のアップリンク送信モードに再構成するための第１のメッセージを送信し、
　前記第１のメッセージの送信後の移行期間の間に、２つ以上の第２のメッセージのうち
の少なくとも１つが前記ＵＥによって認識可能であることを保証するための再構成スキー
ムを実施する
　ためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ４２］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記２つ以上の第２のメッセージを送信するためのコードをさらに備え、前記２つ以上
の第２のメッセージのうちの１つは、前記再構成の前に前記ＵＥによって認識可能であり
、前記２つ以上の第２のメッセージのうちの別のメッセージは、前記再構成の後で前記Ｕ
Ｅによって認識可能である、Ｃ４１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４３］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記第１のメッセージをＵＥ固有の探索空間の中で送信し、
　前記第２のメッセージを共通探索空間の中で送信するためのコードをさらに備える、Ｃ
４２に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４４］
　前記第１のアップリンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８の動作可能なＵＥにアクセ
ス可能であり、前記第２のアップリンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１０の動作可能
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なＵＥにアクセス可能である、Ｃ４１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４５］
　前記第１のアップリンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８のＵＥと互換の単一アンテ
ナポートモードである、Ｃ４１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４６］
　前記第２のアップリンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８のＵＥと互換ではない単一
アンテナポートモードである、Ｃ４５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４７］
　前記第２のアップリンク送信モードはマルチアンテナポートモードである、Ｃ４５に記
載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４８］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　アップリンク再構成期間とダウンリンク再構成期間とを定義するコードをさらに備え、
前記アップリンク再構成期間と前記ダウンリンク再構成期間とが異なる時間に定義される
、Ｃ４５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４９］
　前記アップリンク再構成期間の間に、ＵＥ固有の探索空間の中の第１のＤＣＩフォーマ
ットのサイズは、前記再構成スキームの実施の一環として第２のＤＣＩフォーマットのサ
イズに変更され、前記コンピュータ可読媒体は、
　前記アップリンク再構成期間の間に、ＤＬ許可を示すために前記第２のＤＣＩフォーマ
ットのサイズを使用するためのコードをさらに備える、Ｃ４８に記載のコンピュータプロ
グラム製品。
［Ｃ５０］
　前記第２のアップリンク送信モードは、動的な非周期サウンディング基準信号トリガリ
ングをサポートするように構成される、Ｃ４５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５１］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、
　ＳＲＳモードを再構成するための第１のメッセージをＵＥに送信し、
　物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲＳ送信ポートの数を示すことができるフィ
ールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを、前記第１のメッセージの中で示すためのコ
ードを備えるコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５２］
　４つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
６に等しい、Ｃ５１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５３］
　２つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
３に等しい、Ｃ５１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５４］
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、Ｃ５１に記載
のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５５］
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、Ｃ５１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５６］
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、
　ＵＥによって使用されるＳＲＳモードを再構成するための第１のメッセージを受信し、
　物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲＳ送信ポートの数を示すことができるフィ
ールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを、前記第１のメッセージの受信に応答して決
定するためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製



(31) JP 6388969 B2 2018.9.12

10

20

30

40

50

品。
［Ｃ５７］
　４つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
、６に等しい、Ｃ５６に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５８］
　２つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
、３に等しい、Ｃ５６に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ５９］
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、Ｃ５６に記載
のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６０］
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、Ｃ５６に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）のアップリンク送信モードを第１のアップリンク送信モードから第
２のアップリンク送信モードに再構成するための第１のメッセージを送信し、
　前記第１のメッセージの送信後の移行期間の間に、２つ以上の第２のメッセージのうち
の少なくとも１つが前記ＵＥによって認識可能であることを保証するための再構成スキー
ムを実施するように構成された処理システムを備える、装置。
［Ｃ６２］
　前記処理システムは、
　前記２つ以上の第２のメッセージを送信するようにさらに構成され、前記２つ以上の第
２のメッセージのうちの１つが前記再構成の前に前記ＵＥによって認識可能であり、前記
２つ以上の第２のメッセージのうちの別のメッセージが前記再構成の後で前記ＵＥによっ
て認識可能であるようにさらに構成される、Ｃ６１に記載の装置。
［Ｃ６３］
　前記処理システムは、
　前記第１のメッセージをＵＥ固有の探索空間の中で送信し、
　前記第２のメッセージを共通探索空間の中で送信するようにさらに構成される、Ｃ６２
に記載の装置。
［Ｃ６４］
　前記第１のアップリンク送信モードはＬＴＥ　Ｒｅｌ－８の動作可能なＵＥにアクセス
可能であり、前記第２のアップリンク送信モードはＬＴＥ　Ｒｅｌ－１０の動作可能なＵ
Ｅにアクセス可能である、Ｃ６１に記載の装置。
［Ｃ６５］
　前記第１のアップリンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８のＵＥと互換の単一アンテ
ナポートモードである、Ｃ６１に記載の装置。
［Ｃ６６］
　前記第２のアップリンク送信モードは、ＬＴＥ　Ｒｅｌ－８のＵＥと互換ではない単一
アンテナポートモードである、Ｃ６５に記載の装置。
［Ｃ６７］
　前記第２のアップリンク送信モードは、マルチアンテナポートモードである、Ｃ６５に
記載の装置。
［Ｃ６８］
　前記処理システムは、
　アップリンク再構成期間とダウンリンク再構成期間とを定義するようにさらに構成され
、前記アップリンク再構成期間と前記ダウンリンク再構成期間とが異なる時間に定義され
る、Ｃ６５に記載の装置。
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［Ｃ６９］
　前記アップリンク再構成期間の間に、ＵＥ固有の探索空間の中の第１のＤＣＩフォーマ
ットのサイズが、前記再構成スキームの実施の一環として第２のＤＣＩフォーマットのサ
イズに変更され、前記処理システムは、
　前記アップリンク再構成期間の間に、ＤＬ許可を示すために前記第２のＤＣＩフォーマ
ットのサイズを使用するようにさらに構成される、Ｃ６８に記載の装置。
［Ｃ７０］
　前記第２のアップリンク送信モードは、動的な非周期サウンディング基準信号トリガリ
ングをサポートするように構成される、Ｃ６５に記載の装置。
［Ｃ７１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ＳＲＳモードを再構成するための第１のメッセージをＵＥに送信し、
　物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲＳ送信ポートの数を示すことができるフィ
ールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを、前記第１のメッセージの中で示すように構
成された処理システムを備える、装置。
［Ｃ７２］
　４つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
、６に等しい、Ｃ７１に記載の装置。
［Ｃ７３］
　２つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
、３に等しい、Ｃ７１に記載の装置。
［Ｃ７４］
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、Ｃ７１に記載
の装置。
［Ｃ７５］
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、Ｃ７１に記載の装置。
［Ｃ７６］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ＵＥによって使用されるＳＲＳモードを再構成するための第１のメッセージを受信し、
　物理ＵＥアンテナポートの数よりも多いＳＲＳ送信ポートの数を示すことができるフィ
ールドの中で特定されるＳＲＳ送信ポートを、前記第１のメッセージの受信に応答して決
定するように構成された処理システムを備える、装置。
［Ｃ７７］
　４つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
、６に等しい、Ｃ７６に記載の装置。
［Ｃ７８］
　２つの物理ＵＥアンテナポートが存在する場合、示される前記ＳＲＳ送信ポートの数は
３に等しい、Ｃ７６に記載の装置。
［Ｃ７９］
　前記ＳＲＳモードは、非周期ＳＲＳまたは周期ＳＲＳのいずれかである、Ｃ７６に記載
の装置。
［Ｃ８０］
　前記ＳＲＳモードは、単一のアンテナポートを使用する第１のアップリンク送信モード
、または複数のアンテナポートを使用する第２のアップリンク送信モードのいずれかに関
連する、Ｃ７６に記載の装置。
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